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あなたの“選ぶ”が未来をつくる。

～電気を選んで、原発・火力発電はＮＯ！～

3.11の東日本大震災から15年が経ちます。いまだふるさとを追われ暮らしている方は約2.3万人。終息には程遠い現実があります。ひとたび事故が起これば大きなリスクが課せられる原子力発電ですが、政府は2040年に向けても電源構成比約2割を原子力発電に依存しようとしています。現在稼働中の原発はすでに14基。築50年以上の原発も稼働しています。2割にするには30基以上の稼働が必要です。また、火力発電も約4割維持しようとしており、気候危機がすすむ中世界の動きと逆行しています。
首都圏に暮らす大量の電力消費者の私たち。消費者が声をあげて発信していかなくては世の中の構造が変わっていきません。まずは使う電気を選ぶこと。是非、皆で取り組んでいきましょう！
◆顔が見える発電所
生活クラブがつくった電力会社、㈱生活クラブエナジーが再生可能エネルギーを調達して私たちの家庭に送ってくれます。「生活クラブでんき」の契約者は約18,000件になりました｡
生活クラブエナジーが調達する電源は、生活クラブや提携生産者がつくる太陽光発電や風力発電の他、市民発電所等からとなり、今後も調達先を広げています。2012年、秋田県にかほ市に生活クラブ風車「夢風 (ゆめかぜ)」を自前で建設し、発電のみではなく建設地であるにかほ市との交流、連携もすすめています。また、同市に生活クラブ風車2基目「千颯 (ちはや)」を建設し2025年3月に稼働を開始しています。2014年の9月からは、帰還の始まった飯舘村で「コメつくれぬのなら電気をつくる」と、メガソーラーやソーラーシェアリングで電力会社を始めた「飯舘電力㈱」や、それを後押しした200年以上続く造り酒屋の佐藤彌右衛門さんが率いる、町民や地元企業が出資し、その収入を地元に還元し、地域のエネルギーと経済自立を実現する「会津電力㈱」とも、手を結んでいます。そして、私たちのお米の主産地である山形県遊佐町では、市民ファンドによって山間部（採石場跡地）に建設されたメガソーラーからも調達しています。
◆消費材の生産者も生活クラブでんき
	生活クラブでんき利用生産者

	新生酪農株式会社
	株式会社ニッコー

	株式会社生活クラブたまご
	信州エコプロダクツ株式会社

	共生食品株式会社
	有限会社月山農場

	ヱスケー石鹸株式会社
	株式会社マルモ青木

	美勢商事株式会社
	こめや食品株式会社

	米澤製油株式会社
	株式会社オルタフーズ

	合資会社大和川酒造店
	株式会社北海道チクレンミート

	有限会社奥和
	株式会社プレス・オールターナティブ

	株式会社平田牧場
	株式会社黒姫和漢薬研究所

	重茂漁業協同組合
	


さらに、アウトドアウェアのpatagoniaも、脱原発非火力電力を求め、電源が確かな生活クラブでんきを選び使っています。
手続きは簡単！
契約すると､1～2ヶ月後に電気の供給が始まります｡
電源構成も公開されており､毎月の明細書に記載されています｡
WEB からの申込みだとカード決済ができます。
詳しい資料、申込用紙は、本部、各センターにお問い合わせください｡生活クラブエナジーＨＰ　https://scenergy.co.jp/
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